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幼稚園における子育て相談のあり方に関する考察
―別府市内幼稚園の保護者に対する質問紙調査から―
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Questionnaire Survey to Parents on Kindergartens in Beppu-city
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【要 旨】
本研究は、これからの幼稚園における子育て相談のあり方を明らかにすることを目的と

して行われた。そのために，菊池が行った別府市内幼稚園の保護者に対しての子育て支援
に関する質問紙調査からの結果を再分析するとともに，佐藤らが行った大分県内の幼稚園
の子育て支援に関する実態調査の結果から考察を行った。

その結果，今後の幼稚園における子育て相談のあり方として，次の２点を指摘した。
一つめは，子どもの日常の姿を中心にして，幼稚園での具体的な保育を、保護者が分か

るように知らせることが基本となるということである。
二つめは，「相談専門家」とともに行う子育て相談が必要ということである。

【キーワード】
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１．はじめに

近年、都市化、核家族化、少子化、情報化な
どの社会状況が変化する中で、子どもにどのよ
うにかかわっていけばよいのか悩んだり、孤立
感を募らせたりする保護者の増加などといった
様々な状況が指摘されている。このような保護
者の子育てに対する不安やストレスを解消し、
その喜びや生きがいを取り戻して、子どものよ

りよい育ちを実現する方向となるよう子育ての
支援を行うことが求められている１）。

厚生労働省では，少子化は一層進行するとの
予測を踏まえ，従来の取組に加え，もう一段の
少子化対策が必要との認識に立ち，関係省庁の
協力を得ながら，２００２年９月に「少子化対策プ
ラスワン」を取りまとめ、「男性を含めた働き
方の見直し」や「地域における子育て支援」と
いった新たな観点からの施策を盛り込んだ。

文部科学省では、２００１年に「幼児教育振興プ

１） 別府大学短期大学部 ２） 川島幼稚園（宮崎県延岡市）
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ログラム」を策定し、その基本的考え方の中に
「幼稚園の基本を生かす中で幼稚園運営の弾力
化を図り、地域の幼児教育のセンターとしての
子育て支援機能を活用して「親と子の育ちの場」
としての幼稚園の役割や機能を充実する」こと
を盛り込んだ。さらに、２００６年には、「幼児教
育振興アクションプログラム」を策定し、その
基本的考え方において「幼稚園が「親と子の育
ちの場」としての役割を担い，子育て支援機能
等を充実させることにより，家庭や地域社会の
教育力の再生・向上を図る」とし、「幼稚園が
「地域の幼児教育のセンター」としての役割を
果たすよう，当該園児のみならず，地域の幼児
及びその保護者を対象とする子育て支援活動を
推進する」と目標を掲げている。

このような状況を踏まえ、２００８年３月の幼稚
園教育要領改訂では「幼稚園の運営に当たって
は，子育ての支援のために保護者や地域の人々
に機能や施設を開放して，園内体制の整備や関
係機関との連携及び協力に配慮しつつ，幼児期
の教育に関する相談に応じたり，情報を提供し
たり，幼児と保護者との登園を受け入れたり，
保護者同士の交流の機会を提供したりするな
ど，地域における幼児期の教育のセンターとし
ての役割を果たすよう努めること」として、幼
稚園の地域における幼児教育のセンターとして
の役割を例示により具体的に示した２）。

このように、今の幼稚園は在園児のみの教育
を司るのではなく、「親と子が共に育つ」とい
う観点から積極的に地域における子育て支援を
行うことで、幼児教育のセンターとして役割を
果たすことが求められる状況になっている。

さらに、子育て支援に係る国の動向として
は、内閣府の少子化社会対策会議により、幼保
一体化を含む新たな次世代育成支援のための包
括的・一元的なシステムの構築について検討を
行うため、２０１０年には「子ども・子育て新シス
テム検討会議」が設置され、「子ども・子育て
新システムの基本制度案要綱」に基づいた、子
ども・子育て新システムの基本制度、幼保一体
化、こども指針（仮称）について議論が行われ
た。これは、２０１２年６月のいわゆる「社会保

障・税の一体改革」における「３党合意」によっ
て、結局のところ「総合こども園」構想は破棄
され、「幼保連携型認定こども園」の改善・拡
充，子ども・子育て支援会議に置き換わること
になった。しかしながら、「３党合意」によっ
ても、「子育てに孤立感・負担感を感じている
保護者が多いこと等を踏まえ、すべての子ど
も・子育て家庭に、それぞれの子どもの家庭の
状況に応じ、子育ての充実感が得られるような
親子の交流の場づくり、子育て相談や情報提
供、親子登園などの支援を行う」という基本路
線については変更なく、子育て支援の充実の必
要性はますます大きくなっているところであ
る。

このような状況を踏まえ、佐藤・阿部・髙
濱３）は、大分県の幼稚園における子育て支援の
実態を明らかにすることを目的として、大分県
内の公立、私立及び国立大学法人附属幼稚園
２０３園に地域に対する子育て支援に係る質問紙
を作成・配付し、郵送による回答を求める調査
を行った。

質問紙は、「① 預かり保育」、「② 子育て
相談」、「③ 未就園の親子への支援」について
活動の実施の有無とその内容、また、実施ある
いは実施していない理由、活動の頻度や園とし
ての見解について問う項目によって作成され、
その結果、１３６園から回答を得ることができた
（回収率：６７．０％）。子育て支援における各活
動の実施率はそれぞれ７３．５％、６１．０％、６２．５％
であり、大分県においても、全国状況と同様に
取り組みが進み、それぞれの活動によって差は
あるものの定着しつつあることが分かった。

一方で、特に地域に密着した公立の幼稚園で
は、他園や行政などの他機関との関係から園独
自の取り組みではなく、他機関との役割分担の
中でできることを行っている実態があることが
わかった。すべてを幼稚園単独で行うのではな
く、地域の中で幼児教育の一つの資源として役
割を担うというあり方も大分県の実態からは必
要であるとしている。
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２．目的

幼稚園に在籍する幼児をもつ保護者は実際に
はどのような子育てにおける悩みをもっている
のであろうか。そして、幼稚園に対してどのよ
うな子育て相談を望んでいるのであろうか。本
研究では、菊池４）が別府市内幼稚園５園の保護
者に対して行った子育て支援に関する質問紙調
査の結果を再分析することにより、これからの
幼稚園における子育て相談のあり方を明らかに
することを目的とする。

３．方法

菊池４）の研究の概要は次のとおりである。
まず、幼稚園における子育て支援に関する質

問紙を作成した。作成にあたっては、斎藤・
星・遊佐・佐藤・深倉５）及び荒牧・安藤・岩
藤・丹羽・立石・砂上・堀越・無藤６）の質問紙
を参考に作成した。

次に、本研究の実施を承諾してくれた別府市
内幼稚園５園（公立幼稚園：３園、私立幼稚園
２園）をとおして保護者に質問紙を配布し、一
週間程度の期間をおいて園で回収した。

今回の本研究で考察の対象とする設問は次の
とおりである。

１．子育てについて相談したい内容は、ど
んな内容ですか。次の中から該当する
ものの記号に○を付けてください。
（複数回答可）
さらに、相談したい内容について具体
的に記入できる方は、各選択肢の下に
ある空欄に具体的にご記入ください。

ア．園での生活について
（例：給食をきちんと食べているか。お昼

寝がきちんとできているか。）

イ．子どもの友だち関係について
（例：一緒に遊ぶ友だちがいない。友だち

と仲良く遊べない。）

ウ．子どものしつけ
（例：言うことを聞いてくれない。叱り方

に戸惑う。）

エ．子どもの教育
（例：子どもの教育にお金がかかる。自分

の教育の仕方に自信が持てない。）

オ．他の保護者との関係
（例：他の保護者との付き合いが難しい。

付き合い方がわからない。）

カ．PTA や役員活動
（例：PTA や役員活動の仕事が多い。いつ

も自分がやっているような気がする。）

キ．その他

２．あなたは、このような悩みを，どなた
に相談したいと考えますか。（複数回
答可）

ア．夫婦
イ．自分の親
ウ．同じ幼稚園の保護者
エ．友人
オ．幼稚園の先生

３．（本研究では対象としない）

４．あなたは，どのような方法で相談した
いと考えますか。（複数回答可）
また，選択肢以外で相談したい方法が
ありましたら，「カ．その他」の欄に
記入してください。

ア．登園・降園時に
イ．保護者会や懇談会で
ウ．連絡帳で
エ．電話で
オ．個人面談で
カ．その他具体的にお書きください。

５．（本研究では対象としない）
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図１ 子育てについて相談したい内容

４．結果

幼稚園５園の２５２名の保護者（公立幼稚園７７
名，私立幼稚園１７５名）から回答を得ることが
できた。

（１）子育てについて相談したい内容
子育てについて相談したい内容として、最も

多かったものは、「園での生活について」
（５４．０％）であった。次に「子どもの友だち関
係について」（５１．６％），「子どものしつけ」
（４６．０％）の順であった。このように、子ども
に関しての相談内容が多いのに対して、「他の
保護者との関係」（１１．１％）「PTA や役員活動」
（６．０％）など、保護者自身に関する悩みにつ
いての相談は比較的少なかった。

結果を図１に示す。数字は全保護者に対する
回答した保護者の割合である（複数回答）。

次に、設問１の各選択肢における自由記述欄
については、KJ 法７）を用いて、分析を行なっ
た。

自由記述欄に記述された内容をカード化し、
幼稚園教諭免許状を所有する３名で協議を行
い、カードをグルーピングし、各グループに名
称を付けることで分類項目を設定した。カード
は４０４枚得られた。分類項目は、各質問項目ご
とに３～１１の分類項目が得られた。

各分類項目のカードの数を表１に示す。

回答項目 分類項目 数
ア．園での生活 給食のこと ３４

集団行動 ２３
遊びのこと １３
友だちとの関係 １０
身の回りのこと ８
排泄のこと ８
先生の指示に従うこと ８
楽しい時間 ７
自己の主張 ５
満足感 ２
その他 １２

イ．子どもの友だち関
係

友だちとの関わり ３６
子どもの姿や願い ２９
集団行動 ４
けんか ３
先生への願い ３

ウ．子どものしつけ 叱り方・なだめ方 ３７
感情的になる ２０
言うことをきかない １０
社会性 ８
繰り返す ４
兄弟関係 ４
言葉遣い ３
甘える ３
その他 ３

エ．子どもの教育 習い事 １１
金銭面 ８
自分の教育に自信がない ４
遊べる環境づくり ４
叱り方 ２
教育方針の違い ２
その他 １０

オ．他の保護者との関
係

よい関係をもてない １１
よい関係をもてる ６
付き合い方がわからない ４
交流の場 ４
子育て ３
その他 ３

カ．ＰＴＡや役員活動 役員は負担である ６
子どものためになる ２
その他 １２

キ．その他 子育て ５
様々な場面での接し方 ４
満足している ３
保育時間外での預かり ２
その他 １

表１ 分類項目別のカード数
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図２ 子育て相談の相手

図３ 子育て相談の方法

（２）子育て相談の相手
子育てについて誰に相談したいかについて、

最も多かったものは「夫婦」「幼稚園の先生」
（７１．０％）であった。次に「友人」（４８．８％）「同
じ幼稚園の保護者」（４８．０％）の順であった。

結果を図２に示す。数字は全保護者に対する
回答した保護者の割合である（複数回答）。

（３）子育て相談の方法
どのような方法で相談したいかについて最も

多かったものは「個人面談」（３８．１％）であっ
た。次に「登園・降園時に」（３１．７％）「連絡帳
で」（３１．３％）であった。

結果を図３に示す。数字は全保護者に対する
回答した保護者の割合である（複数回答）。

５．考察

（１）子育てについて相談したい内容
荒牧ら６）では、２００５年に全国の幼稚園４６園の

４５４３名の保護者を対象に幼稚園における子育て
支援の利用状況の調査を行なっている。その調
査では、本研究と同様に子育て相談について、
どのようなことを相談したのか、その内容につ
いて複数回答を求めている。

回答項目は全て同じではないが、「園での生
活について」「子どもの友だち関係について」
「子どものしつけ」「子どもの教育」「他の保護
者との関係」「PTA や役員活動」の順番は同じ
であった。

今回の調査は、別府市内の幼稚園の保護者の
みを対象としたが、６年経過した現在でも、当
時の全国調査と今回の調査では保護者の相談し
たい内容について大きな変化はなかった。

次に、回答項目の自由記述欄について、KJ
法で得ることができた各カテゴリーの中でカー
ドの数が２０枚以上のものを取り上げて考察す
る。

まず、回答項目「ア．園での生活について」
では、分類項目「給食のこと」が多かった。こ
れは、アンケート調査の設問１の自由記述欄の
回答例に“給食をきちんと食べているか”と具
体例を提示したために、このような回答が多く
見られたということが考えられる。ただ、食べ
るということは子どもの生活ではとても大切な
ことだという意識もあることも考えられる。
次に同回答項目の分類項目「集団行動」が多かっ
た。これは、家庭では多くても３人程度のきょ
うだいで生活するが、幼稚園では何十人という
大勢の集団の中で共に過ごさなければならな
い。保護者は家庭での様子は把握しているが、
幼稚園での子どもの様子のおおよそは理解でき
ているだろうが、実際に自分の子どもが集団の
中でどのように過ごしているかを具体的には知
ることができていないと考えられる。

回答項目「イ．子どもの友だち関係について」
では分類項目「友達との関わり」が多かった。
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これは、「ア．園での生活について」の分類項
目「集団行動」と同様に、家庭では少数の子ど
も同士の関わりについては知っているが、幼稚
園生活の集団での関わりまでは把握できていな
いためであろう。自分の子どもは他の子どもに
対してどのように接しているのか、自分の子ど
もは他の子どもに迷惑をかけていないだろうか
など子ども同士の関わり方について知りたいと
思っている保護者の意見が多く見られた。

次に同回答項目では分類項目「子どもの姿・
願い」が多かった。“友達に対して自分の意見
を言えているか”“１人でポツンとしていない
か”“友だちが居るのか”など、幼稚園での自
分の子どもの友だちとの関わりについて知らな
い・気になっている保護者の様子が見受けられ
る。担任の先生から、自分の子どもについてあ
まり情報を得られていないのか。また、少数意
見で“気の合う友だちを見つけてほしい”とい
う自分の子どもに対しての願いの意見もあっ
た。

回答項目「ウ．子どものしつけについて」で
は分類項目「感情的になる」が多かった。“気
をつけてはいるが、つい感情的になってしま
う”“叱った後に叱りすぎたと反省する”といっ
たように、叱った後に反省するということは、
保護者の身近なところに手本となる人がいない
ことや、一緒になって子どもを叱ってくれるよ
うな人が居ないため、自分のしつけの仕方につ
いて不安を抱えてしまっているのではないだろ
うか。

同回答項目では分類項目「叱り方・なだめ方」
も多かった。“叱り方やほめ方を知りたい”“ど
のように対応したらよいか”“叱り方が分から
ない”など子どもが悪いことをしたとき、年齢
相応の、どのような言葉で言い聞かせればいい
のかなど、なだめ方の方法が分からないという
意見が多く見られた。

（２）子育て相談の相手
子育ての相談相手として「夫婦」と「幼稚園

の先生」が同数で最も多かった。子育てについ
て夫婦間で相談するのが多いのはある程度予想

できることではあるが、「幼稚園の先生」がそ
れと同数であったということは、子育てに関
わって専門性のある人に悩みを相談すること
で、悩みを解決させたいという思いがあるので
はないかと考えることができる

（３）子育て相談の方法
「個人面談」「登園・降園時」「連絡帳」が多

いのは、他の保護者の前でおおっぴらにという
よりも、幼稚園の先生と個人的に話をしたいと
みてとれる。「登園・降園時に」「連絡帳で」が
多いのは予想されていたが、「個人面談」が多
いのは、保護者が子どもについて１対１で、真
剣にじっくりと相談したいと考えているからで
はないかと考えられる。

荒牧ら６）では、子育てについての悩みを相談
する際の利用状況を調査している。この調査に
よれば、最も多かったものは「送り迎え」の時
であった。続いて、「保護者会・懇談会で」「連
絡帳で」が多かった。一方で、「電話で」や「予
約をして」は、少数派であった。

荒牧ら６）では「保護者会・懇談会」が２番目
に多く、一方本調査では同回答項目は５番目と
少数派であった。これは、それぞれのアンケー
ト調査において、保護者への質問の仕方が荒牧
ら６）では「どのような状況で」と質問している
のに対し、本調査では「どのような方法で」と
質問していることから、異なった結果になった
と思われる。この回答項目を除けば、概ね同様
の結果が得られたといえる。

（４）総合考察
子ども自身に関しては幼稚園という集団生活

の中で、自分の子どもはどのように過ごしてい
るのか、友だちとはどのように関わっているの
かなどの子どもの社会性の育ちがあるとわかっ
た。保護者自身に関しては、年齢相応の叱り
方・なだめ方の方法がわからないということが
中心であった。

子育てについての悩みを相談する相手として
は、夫婦と同等に幼稚園の担任教師への期待が
大きかった。相談の手段としては個人面談が最
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も多く、子育てについての相談を１対１で、
しっかりと真剣に相談したいという保護者が多
かった。これらの結果は、先行研究における調
査の結果５），６）と大きく異なることはなかった。

一方、大分県の幼稚園における子育て支援の
実態調査を行った佐藤ら３）によれば、子育て相
談については、「特に、場所や時間を設けず、
登園降園時、参観日など日常的な保護者との関
わりの中で、子育て相談に応じているのが実態
であり、この延長として子育て相談という活動
が位置づけられていると考えられた」とし、「ま
た、相談担当者は園の教員が担っているが、助
言者として専門家を活用している園が４割に
上った。特別な支援のある子どもへの対応など
幼稚園教育の専門性だけでは対応が困難になっ
ている現状も推測される」と述べている。さら
に今後の課題として子育て支援の質の充実を挙
げており、子育て相談においてもそれは変わら
ないとしている。

幼稚園における子育て相談は、飯長８）によれ
ば「親子の日常に関する、非相談専門家による、
非相談機関における日常場面での援助」である。
保育所保育指針９）では「子育て等に関する相談
や助言に当たっては、保護者の気持ちを受け止
め、相互の信頼関係を基本に、保護者一人一人
の自己決定を尊重すること」とある。ここには
「受容」と「共感」によるカウンセリングマイ
ンドと自己決定の尊重が述べられているが、
「非相談専門家」である幼稚園教諭が、高度に
専門的なカウンセリングマインドによる相談を
行うことは容易なことではない。むしろ形式的
で矮小化されたカウンセリング的対応になりが
ちである。

岩藤・立石・安藤・荒牧・丹羽・砂上・堀
越・無藤１０）は幼稚園における子育て相談に焦点
をあて、利用者の特徴、利用の評価と精神的健
康との関連性、そして、園の相談形態と保護者
の精神的健康との関連性について検討してい
る。その結果、園の相談形態が外部からの専門
家によるコンサルテーション等を受けている園
において、主としてグループ相談を行っている
園よりも保護者の自尊感情が有意に高いことを

報告している。「相談専門家」がコンサルテー
ターとして加わっていることで、幼稚園教諭に
自信と安心を与え、保護者や子どもにゆとりを
もって対応でき、幼稚園教諭の保護者に対する
関わりや対応の向上があるからではないかと考
察している。

幼稚園に在籍する幼児をもつ保護者の子育て
について相談したい内容の中心は、幼稚園にお
ける子どもの普段の姿を知りたい、そして、年
齢相応の子どもへの声かけをはじめとする接し
方を相談したいということであった。幼稚園に
おける子育て相談は、まずは子どもの日常の姿
を中心にして、幼稚園での具体的な保育を知ら
せることが基本となるということである。幼稚
園では、当然、さまざまな機会をとらえて、日
常の子どもの姿や成長・発達を伝えてはいる
が、保護者には十分に伝わっていないことでは
ないだろうか。これからは、子どもの姿や成
長・発達が分かるような伝え方を工夫すること
が必要なのではないか。さまざまな工夫をする
ことにより、幼稚園における子どもの姿を伝え
るとともに、具体的な保育を見てもらうことが
必要だと考えられる。これが幼稚園教諭の専門
性を活かした子育て相談であろう。保護者に日
常的に開かれた保育を目指すことが、子育て相
談の基本となると考えることができる。

次に、「相談専門家」とともに行う子育て相
談が必要となってきているといえる。「相談専
門家」にすべてを任せるのではなく、「相談専
門家」とともに子育て相談を行うことで、「非
相談専門家」である幼稚園教諭の相談技量の向
上を図ることができ、子育て相談の質が充実す
ることにつながるであろう。

６．結論

本研究は、これからの幼稚園における子育て
相談のあり方を明らかにすることを目的として
行われた。そのために、菊池４）が行った別府市
内幼稚園の保護者に対しての子育て支援に関す
る質問紙調査からの結果を再分析するととも
に、佐藤ら３）が行った大分県内の幼稚園の子育

Bulletin of Beppu University Junior College，３２（２０１３）

― ２５ ―



て支援に関する実態調査の結果から考察を行っ
た。

その結果、幼稚園に在籍する幼児をもつ保護
者の子育てについて相談したい内容の中心は、
幼稚園における子どもの普段の姿を知りたい、
そして、年齢相応の子どもへの声かけをはじめ
とする接し方を相談したいということであっ
た。

そこで、飯長８）、岩藤ら９）、佐藤ら３）から、
今後の幼稚園における子育て相談のあり方とし
て、次の２点を指摘した。

一つめは、子どもの日常の姿を中心にして、
幼稚園での具体的な保育を知らせることが基本
となるということである。日常の子どもの姿や
成長・発達を分かりやすく伝えることが不足し
ているということである。そして、具体的な保
育を見てもらうのである。これが幼稚園教諭の
専門性を活かした子育て相談であろう。

二つめは、「相談専門家」とともに行う子育
て相談が必要ということである。「相談専門家」
にすべてを任せるのではなく、「相談専門家」
とともに子育て相談を行うことで、「非相談専
門家」である幼稚園教諭の相談技量の向上を図
ることができ、子育て相談の質が充実すること
につながるであろう。

地域における子ども・子育て支援の充実は、
認定子ども園の拡充とともに、「社会保障・税
の一体改革」における「３党合意」によっても、
今以上に謳われており、その具体策として利用
者支援、子育て支援拠点事業が挙げられてい
る。これは幼稚園における子育て相談の充実と
軌を一にしている。「気になる子ども」や「配
慮が必要な子ども」が増えていると言われてい
る現状があることも併せて考えると、今後はな
お一層の子育て相談の質の向上が求められてい
るといえる。
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